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第３章 不当労働行為の審査 
 

第１節 概況 

 

（１）取扱件数の概要 

  平成３０年中に新規に受け付けた不当労働行為救済申立事件はなかった。 

なお、最近の不当労働行為救済申立事件の取扱状況は、次表のとおりである。 

 

状  況 ２１年 ２２年 ２３年～２７年 ２８年 ２９年 ３０年 

係 
 

属 
 

状 
 

況 

前 年 か ら の 繰 越 ０ １ ０ ０ １ ０ 

新 規 申 立 ２ ０ ０ １ ０ ０ 

計 ２ １ ０ １ １ ０ 

新 

規 

申 

立 

申
立
人 

組 合    １   

個 人 １      

組合・個人 １      

該 

当 
号 

１       

２    １   

３ １      

４       

１ ・ ２       

１ ・ ３       

１ ・ ４       

２ ・ ３       

２ ・ ４       

１・２・３ １      

１・２・４       

終 
 

結 
 

状 
 

況 

取
下
和
解 

和解以外の取下  １     

和
解 

関 与     １  

無 関 与       

計  １   １  

移 送       

命
令
・
決
定 

全 部 救 済       

一 部 救 済       

棄 却 １      

却 下       

計 １      

終 結 計 １ １   １  

次 年 へ 繰 越 １ ０ ０ １ ０ ０ 
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（２）審査期間の目標達成状況 

 

①審査の目標期間 

   福井県労働委員会では、審査期間の目標を１年と定めている。 

 

②所要日数 

年  

区 分 
２１年 ２２年 ２３年～２８年 ２９年 ３０年 

１００日未満  １    

１００～２９９日 １   １  

３００～４９９日      

５００～６９９日      

７００～９９９日      

１，０００日以上      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


